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は し が き

当秋田県公害技術センターが発足して、以来 4年を経過しました。

この間、昭和 4 8年 6月には新庁舎が現在地に完成、同時にテレメー

ターが運転を開始しました。更に同年末には水質モニター装置が完工

するなど、あわただしい中にも着々内容が充実されて来ております。

この間に、本県の公害問題の様相も変つて来て、新設の製紙工場の

臭気問題、秋田湾の着色水帯の問題、稲わらスモッグ、水田の汚染地

域の新たな発見など多くの問題が提起されました。一方全国的な問題

としては、 PCB汚染、魚の水銀、土壌中の銅の基準設定、大気汚染

の総量規制問題など、対応すべきものが毎挙にいとまのないほど出て

おります。

前回、昭和 4 5 • 4 6年度公害技術センター年報を発刊してから後

も、当センターでは引き続いて上記の山積した問題に対処するために

日夜大わらわの活動をして来ました。 4 7 • 4 8年度の業務も相かわ

らず分析試験のルーチンワークに追われて、研究業務に係わるものに

ついては、微々たるものしかありません。

こうした現状のもとに、 4 7 • 4 8年度の年報をとりまとめました。

内容もいたつて不備ですが、将来、当公害センターの行って来た仕事

をふりかえつて考え、又集積したデータを使っていろいろ研究、解析

をするとき、これがその基礎として役立つことを、又部外の皆様が、

データ面から秋田県の公害の外貌をうかがい知るための一助ともなれ

ば、幸いと存じます。

昭和 49 年 12月

秋田県公害技術センター所長

丹 内 信 夫
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I 沿 革

昭和 45年 7月

昭和 46年 5月

昭和 48年 4月

昭和 48年 6月

II 組織・機構

所長

職員数

職 種

行政職

研究職

計

秋田県公害技術セソタ一の設置

大気科、水質科の 2科を設置

設置場所：秋田県工業試験場内

土質科を増設 3科となる

管理係、テレメーター係を増設 3科 2係となる

現在地に庁舎竣工移転

事務次長

技術次長

主任専門

研究員

事

吏 員

務 技

5 

5 
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人事・文書•福利厚生

? 7 理名門Eオ入・オ出•その他庶務一般
庁舎および自動車の管理

大気汚染の調査研究

74気名［［三音・振動の測定調査

悪臭の測定研究

環境水質試験

~4 質名：E工場。事業場排水調査
水質汚濁生物研究

] 4質名叶E:::::::究
P・C・B環境汚染研究

テレメーター係 テレメーターシステムに

(4 名） よる公害監視

そ の 他 計
術
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